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１
．
は
じ
め
に

　　

日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
若
者
が
沖

縄
に
一
堂
に
会
し
、
共
同
生
活
す
る

中
、
優
れ
た
科
学
者
や
技
術
を
目
の

当
た
り
に
す
る
等
の
共
通
体
験
等
を

経
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア
ジ
ア
青
年

の
家
」（
主
催
：
内
閣
府
）
の
活
動

が
８
月
５
日
か
ら
24
日
の
約
３
週
間

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
水
」

を
め
ぐ
る
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、

そ
の
現
状
を
知
り
、
問
題
解
決
に
向

け
た
意
欲
的
な
取
組
に
触
れ
、
同
時

に
、
科
学
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
や
科

学
技
術
を
社
会
に
効
果
的
に
応
用
さ

せ
る
方
法
を
学
び
、
将
来
、
自
ら
の

力
で
世
界
の
人
々
の
役
に
立
つ
こ
と

を
行
お
う
と
す
る
チ
ャ
ン
レ
ン
ジ
精

神
を
育
く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
国
内
に
つ
い
て
は
公

募
、
海
外
に
つ
い
て
は
各
国
の
関
係

機
関
か
ら
の
推
薦
で
決
定
し
た
15
歳

か
ら
17
歳
の
中
高
校
生
で
、
沖
縄
県

14
名
、
沖
縄
県
以
外
の
日
本
28
名
、

ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
（
A
S
E
A
N

各
国
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
、
ブ
ル
ネ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）

及
び
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
）
34
名
の
総
勢
76
名
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。

　
2
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
約
３
週
間
の
日

程
を
４
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
分
け
、

県
内
各
地
の
施
設
や
自
然
を
舞
台
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
は
、

異
な
る
言
語
を
母
国
語
と
す
る
若
者

同
士
の
交
流
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
英

語
を
基
本
言
語
と
し
て
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
日
本
人
参
加
者
に
つ
い
て

は
、
開
会
式
の
前
々
日
よ
り
、
２
日

間
に
亘
っ
て
、
事
前
研
修
を
行
い
、

英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
練
習
や
水
問
題
に
関
す
る
基
礎
知

識
を
学
び
、
本
番
に
備
え
ま
し
た
。

3
．
主
な
活
動

①
開
会
式
（
８
月
５
日
）

　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
宜
野
湾
市
）
で
開
か
れ
た
開
会
式

で
は
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
が
紹
介

さ
れ
、
約
３
週
間
の
日
程
が
幕
を
開

け
ま
し
た
。

　

主
催
者
挨
拶
と
し
て
、「
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
通
じ
て
、
大
い
に
語
ら
い
、

刺
激
し
あ
う
こ
と
で
、
文
化
や
国
を

越
え
た
絆
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
将
来
を
見
据
え
、
自
分
が
何

を
し
た
い
の
か
、
そ
の
た
め
に
は
何

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と

の
林
幹
雄
沖
縄
担
当
大
臣
の
期
待
を

込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
原
田
正
司
政

策
統
括
官
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
、
岸
本
蘭
さ
ん
（
県
立

那
覇
国
際
高
等
学
校
２
年
）
が
参
加

青
年
代
表
と
し
て
、
英
語
で
力
強
く

抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
学
長
の
モ
ン
テ
・
カ
セ
ム
氏
が

基
調
講
演
を
行
い
、
水
が
地
球
に
も

た
ら
す
恵
み
と
災
害
に
つ
い
て
、
自

ら
の
研
究
や
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の

大
津
波
で
母
国
ス
リ
ラ
ン
カ
が
被
災

し
た
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
経

験
な
ど
を
踏
ま
え
、
お
話
を
さ
れ
ま

し
た
。

②
第
１
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
世
界
の
水
問

題
に
つ
い
て
）（
８
月
5
日
～
８
月
9
日
）

　

県
立
糸
満
青
年
の
家
を
拠
点
に
、

枝
廣
淳
子
氏
や
江
守
正
多
氏
に
よ
る

地
球
温
暖
化
に
関
す
る
講
義
、
沖
大

幹
氏
に
よ
る
世
界
の
水
問
題
に
関
す

る
講
義
や
村
瀬
誠
氏
に
よ
る
雨
水
利

用
に
関
す
る
講
義
な
ど
を
通
じ
て
、

主
に
資
源
と
し
て
の
「
水
」
に
つ
い

て
、新
し
い
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

参
加
者
同
士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
首
里
城
、
平
和
祈
念
資
料

館
の
見
学
を
通
じ
て
、
沖
縄
の
歴
史

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

③
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
海
洋
環
境
に

つ
い
て
～
渡
嘉
敷
の
自
然
を
題
材
に

～
）（
８
月
9
日
～
８
月
12
日
）

　

参
加
者
は
渡
嘉
敷
島
に
渡
り
、
海

浜
清
掃
活
動
を
通
じ
て
漂
着
ゴ
ミ
の

実
態
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
シ
ュ
ノ
ー

ケ
リ
ン
グ
や
土
屋
誠
氏
の
講
義
を
通

じ
て
、
サ
ン
ゴ
礁
の
美
し
さ
を
実
感

し
、
ま
た
、
そ
の
直
面
す
る
問
題
に

つ
い
て
学
習
す
る
な
ど
、
海
洋
環
境

に
つ
い
て
、
多
角
的
に
考
え
る
機
会
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を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者

の
出
身
地
域
の

抱
え
る
水
問
題

を
紹
介
し
あ
う

発
表
会
を
行
い
、

国
・
地
域
に
よ
っ

て
異
な
る
水
事

情
に
つ
い
て
、
お

互
い
の
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。

④
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
（
８
月
13
日
～
８
月

15
日
）

　

伊
江
島
で
の
民
泊

体
験
や
農
業
・
漁

業
等
の
体
験
を
通
じ

て
、
多
様
な
文
化
、

慣
習
を
肌
で
感
じ
取

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
江
島
の

貴
重
な
水
源
地
で
あ

る
湧
出
（
ワ
ジ
ー
）

の
清
掃
活
動
も
行
い

ま
し
た
。　

⑤
第
３
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
淡
水
生
態
系

の
保
全
と
海
水
の
淡
水
化
に
つ
い

て
）（
８
月
16
日
～
８
月
18
日
）

　

宜
野
座
村
の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
教
育

研
修
所
に
舞
台
を
移
し
、
馬
場
繁
幸

氏
等
の
指
導
の
下
、
金
武
町
の
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
を
題
材
に
、
そ
の
再
生
や

保
全
に
つ
い
て
、
参
加
者
同
士
で

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
企
業
（
東
レ
株
式
会
社
）

の
海
水
淡
水
化
の
取
組
紹
介
や
北
谷

浄
水
場
・
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
の

見
学
を
通
じ
、
科
学
技
術
を
活
用
し

た
環
境
問
題
解

決
に
向
け
た
取

組
の
一
例
を
学

び
、
科
学
技
術
の

可
能
性
に
つ
い

て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

⑥
第
４
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
ま
と
め
）

（
８
月
19
日
～
８
月
24
日
）

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
終
盤
を
迎
え
、
沖

縄
科
学
技
術
研
究
基
盤
整
備
機
構

（
O
I
S
T
）
研
究
事
業
所
を
訪
問

し
、
現
在
開
学
に
向
け
た
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
沖
縄
科
学
技
術
大
学

院
大
学
の
概
要
説
明
を
伺
う
と
と
も

に
、
最
新
の
科
学
技
術
研
究
の
一
端

に
触
れ
、
参
加
青
年
の
好
奇
心
を
大

い
に
刺
激
す
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構
想
推

進
に
係
る
有
識
者
会
議
座
長
で
も
あ

る
黒
川
清
氏
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
講
義
や
国
際
機
関
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
池
上
清
子
氏
や
村
田
俊
一

氏
の
講
義
は
、
参
加
者
が
自
ら
の
将

来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
で
あ
る
沖
縄
大
学
の
チ
ャ

ン
ド
ラ
ラ
ー
ル
教
授
の
指
導
の
下
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や
チ
ュ
ー
タ
ー

の
協
力
を
得
つ
つ
、
参
加
者
同
士
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
こ
れ

ま
で
学
習
し
て
き
た
成
果
を
「
お
き

な
わ
水
環
境
宣
言
」
に
と
り
ま
と
め

る
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
20
日
よ
り
、
昨
年
度
の
参

加
青
年
の
代
表
が
一
行
に
加
わ
り
、

昨
年
度
の
経
験
や
そ
の
経
験
が
そ
の

後
の
学
校
生
活
に
与
え
た
影
響
な
ど

に
つ
い
て
、
本
年
度
の
参
加
者
に
伝

え
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

⑦
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
８
月
22
日
～

８
月
23
日
）

　

ま
と
め
に
向
け
た
取
組
の
一

環
と
し
て
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家

２
０
０
９
」
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
ま
し
た
。本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

半
導
体
研
究
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
西
澤
潤
一
氏
や
宇
宙
飛
行
士

と
し
て
も
有
名
な
日
本
科
学
未
来
館

の
毛
利
衛
氏
な
ど
、
各
界
の
第
一
人

者
の
講
義
を
聴
講
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
水
」
を
め

ぐ
る
環
境
問
題
に

つ
い
て
、
総
括
す

る
絶
好
の
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
県
内
の
大
学

等
の
多
彩
な
展
示

も
参
加
者
の
関
心

を
引
き
ま
し
た
。

⑧
閉
会
式
（
８
月
24
日
）

　

万
国
津
梁
館
（
名
護
市
）
で
開
か

れ
た
閉
会
式
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

利
用
し
た
活
動
報
告
と
参
加
者
に
よ

る
成
果
報
告
「
お
き
な
わ
水
環
境
宣

言
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
構

想
推
進
に
係
る
有
識
者
会
議
」
メ
ン

バ
ー
の
有
馬
朗
人
氏
か
ら
、
今
回
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
日
程
を
終
え
た
参

加
者
に
対
し
て
、
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

４　

お
わ
り
に

　

約
３
週
間
の
日
程
で
行
わ
れ
た

「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
２
０
０
９
」
は
、

こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
、
参
加
者
は

言
葉
の
壁
や
体
調
管
理
な
ど
に
苦
し

み
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
克
服
し
、
異

な
っ
た
環
境
・
文
化
の
中
で
育
っ
た

同
年
代
の
若
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
様
々
な
考
え
方
に

触
れ
た
こ
と
は
、
参
加
者
の
将
来
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
と
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
ア
ジ

ア
青
年
の
家
２
０
０
９
」
の
実
施
に

あ
た
り
ま
し
て
、
沖
縄
県
や
地
元
大

学
等
か
ら
な
る「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」

沖
縄
推
進
協
議
会
を
は
じ
め
、
多
く

の
関
係
機
関
・
関
係
者
の
皆
様
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

紙
面
を
借
り
て
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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※
内
閣
府
で
は
、「
ア
ジ
ア
青
年
の
家
」
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
講
師
陣
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
参
加
者
に
よ
る
日
々
の
活
動
日

誌
な
ど
を
紹
介
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

ア
ド
レ
ス
はhttp://ayepo.go.jp

シュノーケリング

湧出（ワジー）清掃活動

マングローブ見学

オープンセミナーの様子


